
〈市町村事業〉 景観アドバイザー活用事業の成果 事例 「上野原市 駅周辺整備」

 上野原駅周辺整備計画に基づき、駅南口を整備するもの（Ｈ２９供用予定）
 計画のコンセプトは、「桂川をのぞむ景観の中で、人の賑わいや温かみを
感じるまちの実現」
 当初計画に対する主なアドバイスは、

・圧迫感の軽減
・エレベーター棟のデザインは単一としない。（全面壁は×）
・ルーバーを間引いて設け、単一感をなくす。
・ルーバーの部材は大きくかつ、それぞれに隙間を作り、遠くからもきめ
が分かるようにすると、陰影で建物のボリューム感を抑えられる。
・擁壁や階段の壁の面は、できるだけ見えないような工夫をする（植栽等
により隠す）。 など

 アドバイスを受け、
・ルーバー等の設置によるエレベーター棟の圧迫感の軽減
・植栽等により擁壁等を極力見せないような工夫 など

【当初計画素案】

【最終的な計画】

植栽により壁等を
極力隠した。

ルーバーの設置

【山梨日日新聞の掲載（H26.6.26）】

植栽により壁等を
極力隠した。

展望スペース

エレベーター棟

エレベーター棟

階段を扇型にした。

アドバイス状況写真
（机上や現地にて指導助言）


